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岩手の生協の今をお伝えする

目標に向けラストスパート！ヒバクシャ署名のつどい緊急署名岩手の会で学習講演と今後の取り組みを確認

岩手県生協連　第５５期通常総会報告
～第９次中期計画決定「協同・助け合いの輪を広げて、誰もが健康で安心して暮らせる

■会員生協トピックス
・大船渡市役所職員生協
・岩手大学生協

■岩手県生協連トピックス
・ヒバクシャ署名岩手の会
　｢学習講演＆ラストスパートのつどい」開催
・｢改憲は許さない！」
　緊急署名岩手の会全体会開催

特集

地域づくりをすすめ、期待され信頼される生協をめざそう」～

第５５期通常総会は全議案を満場一致で採択



《
第
９
次
中
期
計
画
（
２
０
２
０
〜

２
０
２
４
年
度
）
で
め
ざ
す
も
の
》

①
組
合
員
の
共
通
の
願
い
や
地
域
社
会

の
期
待
に
応
え
、
協
同
の
輪
、
助
け

合
い
の
輪
を
広
げ
「
誰
も
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

「
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」
を

す
す
め
る
。

②
「
平
和
と
人
権
」「
福
祉
の
充
実
と

健
康
」「
持
続
可
能
な
地
球
環
境
や

地
域
社
会
」「
安
全
安
心
な
食
・
食
料
」

を
守
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
組
合
員
、
会
員
生
協
、
諸
団

体
の
力
を
あ
わ
せ
る
。

③
県
内
の
多
様
な
生
協
事
業
を
す
す

め
、組
合
員
の
生
活
を
支
え
て
い
く
。

岩
手
県
生
協
連
は
、
会
員
生
協
間
の

協
同
や
連
帯
を
強
め
る
よ
う
支
援

し
、
さ
ら
に
行
政
や
諸
団
体
と
の
関

係
を
強
化
し
、
期
待
さ
れ
信
頼
さ
れ

る
生
活
協
同
組
合
に
な
る
よ
う
役
割

を
発
揮
す
る
。

《
今
年
度
の
取
り
組
み
の
重
点
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界

規
模
で
拡
大
、
先
の
見
通
せ
な
い
状
況

が
生
ま
れ
て
い
る
。
日
本
や
世
界
の
感

染
者
は
増
え
続
け
、
外
出
禁
止
や
事
業

休
業
、
イ
ベ
ン
ト
中
止
等
が
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
各
生
協
は
、
感
染
防
止

策
を
取
り
な
が
ら
事
業
継
続
に
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
る
が
、
今
後
も
事
業

や
社
会
的
な
運
動
へ
の
制
約
が
続
け

ば
、
生
協
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
不

況
に
よ
る
解
雇
や
倒
産
が
増
え
る
な
ど

社
会
不
安
も
高
ま
る
。
貧
困
化
が
す
す

み
、
格
差
や
分
断
が
今
以
上
に
広
が
る

恐
れ
も
あ
る
。

　

生
協
は
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
め
ざ

す
「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
生

協
事
業
・
運
動
を
す
す
め
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響
に
対
し
て
諸
団
体
と
連
携

し
政
府
や
行
政
に
必
要
な
救
済
措
置
や

対
応
を
求
め
て
い
く
。

　

困
難
な
中
だ
が
、
組
合
員
、
会
員
生

協
、
協
同
組
合
や
諸
団
体
と
工
夫
し
合

い
、
学
習
会
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
配
信
も
取

り
入
れ
、
力
を
あ
わ
せ
、
20
年
度
事
業

を
す
す
め
て
い
く
。

《
み
ん
な
で
取
り
組
む
重
点
課
題
》

⑴
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
や
事

業
、
復
興
支
援
、
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

⑵
貧
困
や
格
差
問
題
へ
の
対
応
を
す
す

め
る
。

⑶
平
和
・
憲
法
・
人
権
を
守
り
、
核
兵
器

廃
絶
を
求
め
る
。

⑷
社
会
保
障
充
実
を
求
め
、
消
費
税
を

は
じ
め
不
公
平
税
制
や
増
税
に
反
対

す
る
。

⑸
灯
油
等
の
適
正
価
格
、
安
定
供
給
を

求
め
る
。

⑹
食
料
・
食
の
安
全
、
農
林
漁
業
を
守

り
、
食
料
自
給
率
向
上
に
む
け
取
り

組
む
。

⑺
脱
原
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
、
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み

を
す
す
め
る
。

⑻
消
費
者
行
政
の
充
実
を
求
め
る
。

⑼
ユ
ニ
セ
フ
活
動
を
推
進
す
る
。

⑽
生
協
交
流
会
（
９
月
頃
）、
協
同
組

合
講
座
（
12
月
頃
）
を
開
催
す
る
。

⑾
会
員
生
協
の
運
動
・
事
業
・
経
営
に
役

立
つ
県
連
の
役
割
を
強
化
す
る
。

⑿
行
政
、
諸
団
体
、
協
同
組
合
と
の
関

係
を
強
化
す
る
。

⒀
県
生
協
連
や
会
員
生
協
の
活
動
を
多

く
の
県
民
や
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

に
発
信
す
る
。

特 集
岩
手
県
生
協
連　

第
55
期
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

〜
第
９
次
中
期
計
画
決
定「
協
同
・
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
、誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
す
す
め
、期
待
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
生
協
を
め
ざ
そ
う
」〜

　

６
月
25
日
、
規
模
を
縮
小
し
て
代
議
員
・
理
事
・
監
事
の
30
人
が
出
席
し
、
第
55
期
（
２
０
２
０
年
度
）
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、「
２
０
１
９
年
度
事
業
・
決
算
報
告
」、
今
後
５
年
間
の
方
針
を
掲
げ
た
「
第
９
次
中
期
計
画
」、「
２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
・
予
算
」
な
ど
、
５
つ
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
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《
当
日
発
言
（
要
旨
）》

税
や
原
発
再
稼
働
、
種
苗
法
等
の
新
ス

タ
イ
ル
の
学
習
や
運
動
に
つ
い
て

い
わ
て
生
協
　
藤
原
真
帆
代
議
員

　

今
年
度
は
、「
助
け
合
い
、
支
え
合

い
、
と
も
に
つ
く
る
く
ら
し
の
安
心
」

を
め
ざ
し
、
い
わ
て
生
協
の
第
９
次
中

計
最
終
年
度
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
な
ど
で
厳
し
さ
を
増
す
く
ら
し
を

守
る
事
業
を
す
す
め
、
特
に
店
舗
事
業

改
善
で
経
営
立
て
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
い
わ
て
生
協
誕
生
30

周
年
、
岩
手
に
地
域
生
協
が
誕
生
し
50

周
年
の
記
念
の
年
。
組
合
員
を
増
や
し

利
用
を
広
げ
な
が
ら
、
く
ら
し
の
願
い

を
実
現
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
合

い
、
生
協
や
コ
ー
プ
商
品
の
良
さ
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

隣
県
の
女
川
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

は
、
他
人
事
で
は
な
く
、
再
稼
働
を
止

め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
。

　

ま
た
、
種
子
法
・
種
苗
法
改
正
も
組

合
員
の
関
心
が
高
い
。
法
改
正
は
廃
案

に
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
新
品
種
育
成

者
の
権
利
を
守
り
、
苗
の
自
家
増
殖
を

規
制
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
農
業
や
消

費
者
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
問
題
。

原
発
再
稼
働
も
種
子
法
・
種
苗
法
改
正

も
、
い
い
面
・
悪
い
面
の
情
報
を
集
め

な
が
ら
学
習
し
て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し
て
様
々

な
給
付
が
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上

の
増
税
が
今
後
あ
る
の
で
は
な
い
か
不

安
で
す
。
経
済
対
策
な
ら
、
所
得
税
や

消
費
税
の
減
税
で
も
い
い
。
昨
年
10
月

の
消
費
税
増
税
が
な
け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ

自
粛
で
の
売
り
上
げ
減
も
乗
り
越
え
ら

れ
た
企
業
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
必

要
な
社
会
保
障
と
は
何
か
、
消
費
税
は

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
学
習
と
と
も

に
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
で
集
ま
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
学
習
機
会
を

希
望
す
る
声
は
多
い
。
集
ま
ら
な
く
て

も
で
き
る
新
ス
タ
イ
ル
の
運
動
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
県
連
の
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
に
期
待
し
ま
す
。

経
営
の
難
し
さ
、
授
業
の
質
に
つ
い
て

盛
岡
大
学
生
協
　
吉
田
知
豊
代
議
員

　

学
生
委
員
中
心
に
、
毎
年
10
月
の
学

園
祭
で
は
健
康
安
全
ま
つ
り
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
医
療
生
協
に
協

力
い
た
だ
き
、
血
管
年
齢
測
定
等
を
行

う
予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
の
影
響
で
学

園
祭
が
中
止
に
。
今
年
こ
そ
は
と
思
っ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
で

き
る
か
不
透
明
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
月
か
ら
学

生
は
構
内
立
ち
入
り
禁
止
に
。
例
年
授

業
開
始
に
合
わ
せ
新
入
生
を
迎
え
る
準

備
を
す
す
め
て
い
る
が
、
延
期
・
再
延

期
が
続
い
た
。
５
月
か
ら
遠
隔
授
業
が

始
ま
っ
た
が
、
学
生
は
大
学
に
来
な
い

状
況
で
３
〜
５
月
は
食
堂
を
閉
店
、
購

買
店
舗
は
時
短
営
業
に
。
６
月
か
ら
食

堂
も
時
短
営
業
で
再
開
し
た
が
、
学
生

が
来
な
い
限
り
経
営
は
厳
し
い
で
す
。

　

遠
隔
授
業
も
、
授
業
時
間
に
合
わ
せ

パ
ソ
コ
ン
に
向
き
合
う
も
の
も
あ
れ

ば
、
先
生
が
録
画
し
た
授
業
を
時
間
に

な
っ
た
ら
流
す
も
の
、
好
き
な
時
間
に

録
画
し
た
授
業
を
み
て
課
題
を
提
出
す

る
な
ど
、
何
種
類
か
あ
る
。
当
大
学
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
貧
弱
で
、
先
生

方
も
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
先
生
方
も

大
学
に
な
か
な
か
来
な
い
状
況
で
す
。

　

学
生
は
一
日
中
ア
パ
ー
ト
や
自
宅
に

こ
も
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
お
り
、
ど

ん
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
非
常

に
心
配
。
６
月
末
か
ら
は
対
面
授
業
も

始
ま
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
・
組

合
員
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
情

報
交
換
し
な
が
ら
横
の
つ
な
が
り
を
重

要
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自
粛
の
中
で
の
健
康
づ
く
り
活
動

盛
岡
医
療
生
協
　
佐
々
木
徳
司
代
議
員

　

コ
ロ
ナ
自
粛
前
の
生
協
強
化
月
間
で

は
、〝
る
る
ぶ
〞（
出
か
け
る
・
つ
な
が
る
・

安
心
を
結
ぶ
の
末
尾
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
９
１
４
軒
の
一
斉
訪
問
を
実
施
。

「
安
否
確
認
が
で
き
た
」「
久
し
ぶ
り
に

人
と
話
し
た
」
な
ど
好
印
象
を
受
け
ま

し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、
延
べ
１
万
２
，

５
６
９
人
が
参
加
。
街
角
や
店
舗
等
で

の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

活
動
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
等
か
ら
の
依

頼
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
、「
健
康
を
つ
く

る
・
平
和
を
つ
く
る
・
い
の
ち
輝
く
社
会

を
つ
く
る
」
運
動
推
進
の
た
め
に
、〝
Ｔ

（
楽
し
く
）
Ｔ
（
つ
な
が
り
）
Ｆ
（
フ

レ
イ
ル
予
防
）〞
を
合
言
葉
に
、
健
康

寿
命
を
延
ば
し
、
健
康
な
街
づ
く
り
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
か
ら
は
、
自
粛
と
委
縮
は
違

う
、
と
い
う
声
が
多
く
出
て
い
る
。
３

密
を
回
避
し
、
感
染
者
ゼ
ロ
を
継
続
し
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な
が
ら
活
動
を
再
開
し
て
い
き
た
い
。

　

特
に
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、
心

身
と
も
に
弱
り
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る

高
齢
者
を
励
ま
す
「
お
元
気
で
す
か
訪

問
」
と
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
と
フ

レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
「
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
参
加
２
千
人
を
目
標
に
取
り

組
む
。
禁
煙
や
過
度
の
飲
酒
を
や
め
る

き
っ
か
け
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
の

太
り
気
味
解
消
な
ど
、
日
常
の
課
題
を

ご
家
族
み
ん
な
で
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
川
久
保
病
院
で
発
熱
外
来
を

開
設
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
元
気
に
生
活

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
上
映
活
動
や
文
化
事
業
継
続
危
機

み
や
こ
映
画
生
協
　
櫛
桁
一
則
代
議
員

　

昨
年
度
は
、
被
災
地
上
映
会
を
継
続

し
、
内
陸
の
災
害
公
営
住
宅
で
も
実

施
。
医
療
生
協
と
コ
ラ
ボ
し
、
上
映
後

の
健
康
体
操
も
行
い
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

映
画
が
産
業
化
し
た
大
正
時
代
か
ら

戦
争
が
あ
っ
て
も
映
写
機
は
止
ま
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

大
き
く
、
全
国
で
の
映
画
館
閉
館
は
史

上
初
。
私
た
ち
も
上
映
会
が
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
文
化
大

臣
が
「
文
化
芸
術
は
日
常
不
可
欠
な
だ

け
で
は
な
く
生
命
維
持
に
必
要
」
と
訴

え
、
手
厚
く
補
助
金
や
予
算
を
割
い
て

い
る
。
映
画
生
協
と
し
て
も
、
演
劇
、

音
楽
の
団
体
と
と
も
に
国
に
補
償
を
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

　

蔵
を
改
装
し
て
映
画
館
に
し
た
「
シ

ネ
マ
・
デ
・
ア
エ
ル
」
で
、
児
玉
房
子
さ

ん
の
遠
野
を
舞
台
に
し
た
ガ
ラ
ス
絵
を

題
材
に
し
た
「
ど
こ
か
に
美
し
い
村
は

な
い
か
」
の
上
映
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
各
地
で
延
期
に
な
り
宮
古
が
全
国
初

に
。
と
い
う
こ
と
は
宮
古
が
世
界
初
、

宇
宙
初
の
上
映
会
に
な
っ
た
笑
。
今
秋

に
は
、
岩
手
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
も
コ

ラ
ボ
し
た
上
映
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
や
共
済
の
取
り
組
み

岩
手
大
学
生
協
　
塚
原
英
明
代
議
員

　

食
育
・
地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
し

て
、
毎
年
産
地
見
学
会
を
学
生
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
が
、
奥

州
市
で
の
田
植
え
・
稲
刈
り
の
ほ
か
に
、

昨
年
度
は
湯
田
牛
乳
の
工
場
見
学
も
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

米
や
牛
乳
を
使
っ
た
リ
ゾ
ッ
ト
を
学
園

祭
で
３
７
８
食
販
売
。
そ
の
売
り
上
げ

は
、
大
学
の
勉
学
援
助
制
度
を
紹
介
し

な
が
ら
、
そ
の
制
度
に
全
額
寄
付
し
ま

し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
学
生
総
合
共
済

事
業
が
地
域
生
協
と
共
同
引
受
と
な
る

こ
と
を
受
け
、
４
年
生
や
大
学
院
生
、

卒
業
生
を
対
象
に
「
羽
ば
た
け
フ
ェ

ア
」
も
開
催
し
ま
し
た
。
い
わ
て
生
協

に
協
力
い
た
だ
き
、
コ
ー
プ
共
済
を
紹

介
。
卒
業
に
よ
る
出
資
金
返
還
の
案
内

に
コ
ー
プ
共
済
の
案
内
も
入
れ
、
卒
業

後
に
切
れ
て
し
ま
う
学
生
共
済
か
ら
引

き
続
き
保
障
が
受
け
ら
れ
、
社
会
人
に

な
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
安
心
が
続
く
よ

う
に
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
学
は
５
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
、
６
月
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
も
始

ま
っ
た
が
、
生
協
の
事
業
に
影
響
が
出

て
い
ま
す
。食
堂
利
用
も
前
年
の
半
分
、

食
品
利
用
も
減
っ
て
お
り
、
前
年
の
３

割
ダ
ウ
ン
。
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
事

業
や
経
営
の
や
り
方
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

学
生
委
員
会
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

質
問
箱
を
つ
く
り
６
５
０
件
の
問
い
合

わ
せ
に
対
応
。
生
協
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
、
と
い
う
声
が
出
て
い
ま
す
。
新
入

生
も
加
入
し
、
協
同
組
合
に
つ
い
て
後

輩
に
継
承
す
る
流
れ
が
で
き
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
生
協
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
き
た
い
で
す
。

《
ご
意
見
へ
の
理
事
会
か
ら
の
答
弁
》

吉
田
敏
恵
専
務
理
事

　

発
言
が
提
案
へ
の
賛
成
意
見
だ
っ
た

た
め
、
個
別
の
回
答
は
行
わ
な
い
が
、

各
会
員
生
協
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

見
え
て
き
た
問
題
や
不
安
が
出
さ
れ
、

本
当
に
過
去
に
例
の
な
い
困
難
な
状
況

や
、
深
刻
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

日
々
状
況
が
変
わ
る
中
だ
が
、
協
力

や
発
信
、
各
方
面
へ
の
要
請
な
ど
、
で

き
る
こ
と
が
な
い
か
理
事
会
の
中
で
話

し
合
っ
て
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

( )
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2019年度実績　事業高42,787千円

2019年度実績
　　組合員数6,915人
　　事業高1,163,685千円
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会員生協トピックス T O P I C S

岩
手
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同
組
合

　

大
船
渡
市
役
所
生
協
は
、
組
合

員
５
０
６
名
、
職
員
３
名
の
小
さ

な
職
域
生
協
で
す
。

　

売
店
通
路
に
面
し
た
ワ
ゴ
ン
に
、

日
替
わ
り
で
地
元
業
者
か
ら
仕
入

れ
た
焼
き
た
て
パ
ン
や
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
並
べ

て
販
売
し
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
皆
様
に
喜

ば
れ
る
店
舗
を
目
指
し
て
、
昨
年

組
合
員
全
員
に
生
協
へ
の
満
足
度

や
、
取
扱
商
品
へ
の
要
望
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
ダ
イ
レ
ク

ト
に
ご
意
見
を
い
た
だ
け
た
こ
と

で
、
客
観
的
に
当
店
を
見
直
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
も
と
に
、
新
規
の
地
元

パ
ン
店
の
パ
ン
と
、
洋
食
店
の
お

弁
当
と
サ
ラ
ダ
の
販
売
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
、
昼
食
時
間
に
行
列
が

で
き
10
分
で
完
売
す
る
な
ど
、
人

気
商
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
よ
り
当
店
職
員

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
た

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
手
ぬ
ぐ
い
、
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
、
エ
コ
バ
ッ
ク
も
販
売

開
始
。
今
年
の
第
３
弾
の
デ
ザ
イ

ン
も
大
人
気
で
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
が
無
く
、

飲
料
等
の
売
上
が
減
っ
て
お
り
ま

す
が
、
マ
ス
ク
や
手
指
消
毒
剤
な

ど
の
衛
生
商
品
を
少
し
ず
つ
で
も

仕
入
れ
て
販
売
で
き
た
こ
と
で
、

あ
ま
り
来
店
の
な
か
っ
た
組
合
員

に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
て
、

当
店
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
い

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
さ
い
店
舗
だ
か
ら
こ
そ
工
夫

を
絶
や
さ
ず
、
ま
た
来
た
い
と
思

え
る
店
づ
く
り
を
心
が
け
て
、
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
日
々
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
船
渡
市
役
所
職
員
生
活
協
同
組
合

岩
手
大
学
生
活
協
同
組
合

　

今
で
も
収
ま
る
こ
と
が
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
例
年
で
あ

れ
ば
、
新
学
期
に
は
岩
手
大
学
生

協
の
こ
と
を
学
ぶ
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
フ
レ
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
、

履
修
に
つ
い
て
学
ぶ
履
修
相
談
会

を
通
し
て
、
新
入
生
が
大
学
生
活

を
安
心
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
な
活
動
を
岩
手
大
学
生
協
学
生

委
員
会
は
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
開
催
が
で
き
ず
、
新
入

生
は
不
安
を
多
く
抱
え
て
大
学
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
新
入
生
組
合
員
に
向
け

て
、
少
し
で
も
大
学
生
活
を
安
心

し
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
、
こ
れ
か

ら
の
大
学
生
活
が
少
し
で
も
不
安

の
な
い
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
学
生
委
員
会
の
想
い
か
ら
、

ツ
イ
ッ
タ
ー

上
で
「
＃
22

日
後
に
充
実

し
た
岩
大
生

に
な
る
た
め

の
豆
知
識
」

の
発
信
と
質

問
箱
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
問
箱
は
４
月
12
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
行
い
、
履
修
に
つ
い
て
、

授
業
の
単
位
の
こ
と
、
大
学
生
活

に
つ
い
て
な
ど
を
中
心
に
７
０
０

件
近
い
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
質
問
箱
を
設
置
し
た
こ
と
で

新
入
生
組
合
員
が
何
に
困
っ
て
い

る
か
を
知
り
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
同
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
対
面
で
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ

か
ら
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い

く
う
え
で
と
て
も
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
事
態
が
終
息
し
て
通
常

授
業
が
開
始
さ
れ
た
後
も
、
積
極

的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



■
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
へ

　
岩
手
の
会
で
つ
ど
い
開
催

　

岩
手
県
生
協
連
も
幹
事
団
体
を
務
め

る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
す
す
め

る
岩
手
の
会
」（
賛
同
66
団
体
）
で
は
、

９
月
の
署
名
締
め
切
り
に
向
け
、
学
習

講
演
＆
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

学
習
講
演
で
は
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ユ
ー
ス
を
務
め

る
慶
應
義
塾
大
学
２
年
の
高
橋
悠
太
さ

ん
が
、「
出
会
い
に
生
か
さ
れ
て
」
と

題
し
て
講
演
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
を
通
し
た

経
験
や
、
国
連
本
部
や
世
界
各
地
の
大

使
館
訪
問
、
対
話
カ
フ
ェ
開
催
な
ど
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
被
爆
者
の
「
も
う
誰
に
も

自
分
と
同
じ
思
い
を
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
思
い
を
受
け
止
め
、
当
事

者
か
ら
学
び
、
対
話
か
ら
他
者
の
価
値

観
に
触
れ
て
仲
間
を
見
つ
け
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、「
自
分
の
得
意
な
分
野
か

ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
」「
参
加

者
か
ら
主
催
者
へ
移
り
変
わ
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
。「
署
名
や
宣
伝
行
動
な
ど

立
つ
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
持
続
可
能

な
平
和
活
動
を
し
て
い
こ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
負
け
ず
に
で
き
る
取
り
組

み
を
し
て
い
こ
う
と
、
今
回
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
講
演
を
実
施
。
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、ト
ラ
ブ
ル
な
く
す
す
み
、

高
橋
悠
太
さ
ん
の
「
世
界
か
ら
核
兵
器

を
な
く
そ
う
」
と
い
う
思
い
が
参
加
者

に
伝
わ
り
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
延
期
に
な
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
派
遣
予
定
だ
っ
た
、
い
わ
て

生
協
、
民
医
連
、
県
内
の
大
学
生
や
高

校
生
の
４
人
が
核
兵
器
廃
絶
や
平
和
へ

の
思
い
を
語
る
、
リ
レ
ー
ス
ピ
ー
チ
も

実
施
。
参
加
者
に
「
若
い
世
代
が
も
っ

と
政
治
や
社
会
に
つ
い
て
考
え
行
動
し

な
い
と
い
か
な
け
れ
ば
」「
私
た
ち
の

運
動
は
微
力
だ
が
無
力
で
は
な
い
」
な

ど
と
訴
え
、
会
場
全
体
で
署
名
回
収
の

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
向
け
た
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

岩
手
の
署
名
は
、
７
月
末
時
点
で

１
９
万
２
千
筆
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

な
ん
と
し
て
も
２
０
万
筆
は
達
成
し
よ

う
と
、
職
場
や
声
を
か
け
て
い
な
い
団

体
へ
の
呼
び
か
け
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

■
改
憲
発
議
は
許
さ
な
い
！

　
緊
急
署
名
岩
手
の
会
全
体
会
開
催

　

岩
手
県
生
協
連
も
幹
事
団
体
を
務
め

る
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手
の
会
」（
略
称
：
緊
急

署
名
岩
手
の
会
）
は
、
７
月
10
日
に
全

体
会
を
開
催
、65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
桜
を
見
る
会
」
を
巡
り
、

安
倍
晋
三
首
相
の
後
援
会
が
前
日
に
開

い
た
「
前
夜
祭
」
は
公
選
法
な
ど
に
違

反
す
る
と
し
て
告
発
し
た
、「『
桜
を
見

る
会
』
を
追
及
す
る
法
律
家
の
会
」
事

務
局
長
、
小
野
寺
義よ

し

象か
た

弁
護
士
の
学
習

講
演
も
実
施
。
改
め
て
、
安
倍
政
権
が

政
治
や
税
金
、
情
報
を
私
物
化
し
て
き

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
小
野
寺
さ

ん
は
、
政
治
腐
敗
に
対
し
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利

を
保
証
す
る
25
条
な
ど
憲
法
を
生
か
す

政
治
を
求
め
、
声
を
あ
げ
署
名
を
呼
び

か
け
て
い
こ
う
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　

岩
手
の
会
で
も
、
引
き
続
き
「
改
憲

発
議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署
名
」
の

呼
び
か
け
や
月
１
回
の
ア
ピ
ー
ル
行
進

実
施
の
ほ
か
、
県
内
各
地
で
の
街
頭
宣

伝
行
動
支
援
や
ミ
ニ
学
習
会
開
催
な
ど

を
行
い
、
世
論
を
高
め
よ
う
と
確
認
し

ま
し
た
。

岩手県生協連トピックス

岩手県生活協同組合連合会
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T O P I C S

５５人が参加。「コロナ禍だができる行動を考えたい」「行動しましょう！という言葉が胸に刺さった。１筆でも多く集める」などの感想が出されました。

「憲法を変えずに憲法を生かそう」と小野寺氏




